
◆

に
よ
っ
て
自
己
が
救
は
れ
、
然
し
て
化
他
時
に
普
遜
す
る
こ
そ
肝
要
な
れ

ど
、
さ
に
あ
ら
ず
前
述
の
如
き
傾
向
な
り
。
か
坐
る
現
象
は
罪
人
が
教
識

師
を
腕
敏
寸
る
に
も
似
た
り
。
吾
々
の
尊
敬
す
る
人
物
ば
か
上
る
者
に
非

ず
。
法
華
經
的
情
念
の
下
に
旦
夕
を
思
惟
活
動
す
る
人
こ
そ
欲
す
れ
吾
々

は
此
所
に
祗
會
的
宗
救
を
提
示
す
る
な
り
。
我
々
教
圃
人
の
理
想
は
佛
幽

土
の
淡
爽
、
本
門
戒
塊
の
離
立
に
あ
り
。
華
督
教
に
於
け
る
刺
の
脳
の
瓢

現
、
之
等
の
理
想
は
賦
會
進
化
的
に
し
て
其
の
主
旨
は
慈
悲
、
博
愛
等
妙

統
一
的
宗
験
の
建
立
を
期
と
せ
り
。

日
蓮
の
教
剣
舞
に
於
け
る
根
本
思
想
ほ

ｌ
知
し
敏
〔
宗
敦
哲
理
的
研
究
）

ｌ
知
し
機
〔
個
人
應
化
的
研
究
）

五
義
ｌ
ｉ
知
レ
時
（
時
代
應
化
的
瀞
究
）

Ｉ
知
し
國
（
剛
性
應
化
的
研
究
）

Ｉ
知
し
序
〔
宗
教
進
化
的
研
究
〕

か
上
る
知
到
に
援
て
前
四
列
は
后
一
列
に
其
の
意
義
の
總
括
た
る
も
の
な

り
。
此
の
五
義
に
価
っ
て
佛
救
最
商
の
眞
理
、
末
法
救
濟
の
要
法
た
る
灘

量
品
丈
底
の
妙
法
五
字
を
宗
教
的
に
建
立
し
て
三
開
し
て
三
大
秘
法
の
内

容
と
な
す
な
り
。
即
ち
図
解
せ
ば

１
本
鍬
Ｉ
森
斌
本
佛
１
本
果
妙

三
大
秘
法
１
１
題
目
ｌ
耳
口
意
三
業
の
妙
行
１
本
因
妙

Ｉ
戒
境
Ｉ
國
家
的
建
立
１
本
幽
土
妙
一

要
す
る
に
日
蓮
の
主
義
は
日
本
國
は
撞
義
的
建
國
に
し
て
正
法
を
擁
護
し

枇
界
の
道
法
的
統
一
を
な
す
ぺ
き
火
難
あ
る
幽
な
る
を
自
覺
し
皇
室
と
人

作

ｐ
ｍｌ

集

民
と
一
同
に
此
の
法
に
蹄
し
た
る
時
．
勅
宜
に
山
り
て
世
界
統
一
の
本
門

戒
境
を
建
立
し
て
國
家
を
以
て
直
ち
に
宗
教
的
畷
結
と
し
以
て
、
宗
敦
に

没
際
の
統
一
力
を
有
せ
し
め
各
幽
家
の
遡
法
的
中
心
統
一
を
期
す
る
も
の

な
り
。
吾
々
は
此
所
に
数
は
救
椛
的
雌
敦
的
、
思
想
は
統
一
的
中
心
的
、
儒
仰

傾
向
は
現
撰
的
蛮
行
的
．
教
化
の
方
式
の
折
伏
的
國
家
的
、
目
的
は
世
界

的
癖
化
、
中
心
人
格
は
心
理
、
説
法
の
教
主
と
し
て
は
佛
陀
と
顯
れ
、
唱

導
の
師
と
し
て
は
日
蓮
と
現
じ
、
戒
境
述
立
の
願
主
と
し
て
畏
韮
と
生
れ

か
坐
る
世
界
的
宗
教
の
傳
道
者
た
る
べ
き
我
々
は
今
此
所
に
私
利
私
慾
に

走
る
徒
輩
を
連
に
蹴
放
し
、
王
佛
冥
合
の
理
想
を
賞
現
す
べ
く
、
自
覺
奮

起
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
十
三
、
十
、
一
・
大
泉
糀
舎
言
乙

「
中
馬
巷
に
蔽
れ
骸
骨
路
に
充
て
り
、
死
を
招
く
の
誰
既
に
大
半
を
超

え
之
を
恋
し
ま
ざ
る
の
族
敢
て
一
人
も
無
し
。
屍
と
臥
せ
て
縦
と
傭
し
、

脚
を
並
ぺ
て
橋
と
作
す
」
と
は
宗
祇
御
在
仙
雷
時
の
有
様
を
説
か
れ
た
安

閏
論
の
一
溌
で
あ
る
。
之
れ
正
法
地
に
瞳
ち
邪
法
天
下
に
蔓
延
せ
る
故
に

Ｌ
て
、
さ
れ
ば
三
災
四
劫
を
雛
出
す
る
こ
と
能
は
ず
、
斯
襟
な
鍬
世
を
現

出
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

法
と
側
と
は
体
と
影
の
如
し
と
言
・
名
か
些
乙
鎌
倉
時
代
に
於
て
人
心

世

界
ご
日
蓮村

田
海
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に
原
動
力
た
る
宗
教
や
如
何
に
。
こ
れ
を
安
國
論
に
「
或
は
利
剣
即
是
の

丈
を
事
と
し
て
西
土
教
主
の
名
を
唱
へ
、
或
は
衆
病
悉
除
の
願
を
侍
み
て

東
方
如
來
の
錘
を
師
し
、
或
は
病
即
消
滅
不
老
不
死
の
詞
を
仰
い
で
法
華

鯉
眞
賓
の
妙
文
を
崇
め
、
或
は
秘
密
眞
言
の
教
に
因
っ
て
五
瓶
の
水
を
濯

ぎ
乃
至
然
り
と
錐
も
軍
肝
臓
を
揺
ぐ
の
み
仁
し
て
猟
鱗
疫
に
逼
る
」
と
破

せ
ら
ぃ
る
如
く
諸
宗
混
沌
た
る
邪
悪
の
珊
柵
の
中
に
但
自
が
醜
汚
な
姿
莚

曝
け
出
Ｌ
て
互
ひ
に
醜
き
闘
争
を
逹
し
ふ
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
善
諏
圏

逓
去
り
て
安
か
ら
ず
、
図
は
戦
凱
の
巷
、
天
塗
地
天
の
餌
と
化
し
た
の
で

あ
る
。
宗
組
爲
に
之
の
迷
網
に
繩
せ
ら
れ
た
る
國
家
を
救
済
せ
ん
と
し
て

薇
然
溌
起
し
破
邪
顯
正
、
舌
端
火
を
吐
い
て
法
華
趣
を
弘
邇
せ
ら
れ
日
本

図
を
法
華
經
化
せ
ん
と
努
力
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

憶
ふ
促
日
本
國
は
法
華
錘
の
國
で
あ
る
。
宗
魂
に
よ
り
て
眞
に
日
本
國

の
法
華
經
性
の
本
地
が
瓢
愛
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
原
剛
力
と
な
っ
て
日
本
乃

至
月
氏
漢
土
一
間
浮
提
を
一
宇
と
す
る
活
動
が
一
層
克
明
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
宗
祁
心
日
本
図
の
法
華
經
性
を
開
顯
し
非
滅
の
減
を
洗
足
の
郷
に

示
さ
れ
て
よ
り
輩
に
星
新
輔
じ
て
六
百
有
餘
年
、
今
や
八
絃
一
宇
、
妙
法

庇
布
の
賓
現
の
た
め
東
洋
平
和
を
攪
乱
す
る
泰
支
政
府
に
對
し
て
一
大
鐡

槌
の
全
而
的
讃
桃
的
而
醗
毒
之
の
大
胸
懲
を
加
へ
て
居
る
。
即
ち
日
本
圏

の
畿
内
に
蹄
動
せ
る
大
日
蓮
の
息
吹
き
が
か
く
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
「
日

蓮
に
よ
り
て
日
本
園
の
有
無
は
あ
る
べ
し
」
之
れ
宗
祀
の
誇
大
的
言
僻
に

非
ず
し
て
金
言
で
あ
る
。
故
に
私
は
謂
ふ
「
日
本
圃
と
は
日
蓮
な
り
」
と
。

斯
く
て
今
時
事
菱
逢
鑑
へ
る
時
「
汝
（
支
那
）
早
く
信
仰
の
寸
心
へ
赤
化
、

英
化
の
偏
心
）
を
改
め
て
連
に
澱
乘
の
一
善
（
脚
本
八
絃
一
宇
の
粉
紳
）
に

作

品
集

販
せ
よ
」
と
の
日
本
よ
り
支
那
政
府
に
典
へ
た
る
大
群
錨
で
あ
る
。
こ
の

替
鐘
は
経
に
は
平
和
の
女
祁
の
鳴
ら
す
樂
土
建
設
の
梵
鐘
の
替
と
な
る
の

で
あ
る
。
こ
の
蛾
に
和
を
得
た
る
者
、
滿
洲
あ
り
、
渦
逸
あ
り
、
伊
太
利

あ
り
。
岡
本
は
仙
界
の
リ
ー
変
Ｉ
と
し
て
、
良
き
タ
〃
ト
を
振
る
者
と
し

て
、
絶
對
の
存
在
で
あ
る
。
故
に
謂
ふ
「
世
界
と
は
日
本
國
な
り
」
と
。

然
る
に
一
度
覗
界
を
卿
じ
て
閣
内
の
現
状
を
眺
む
る
に
、
何
ぞ
。
果
し

て
本
化
同
心
た
る
日
蓮
の
二
字
に
包
含
せ
ら
い
て
居
る
で
ろ
ふ
か
。
思
想

に
於
て
赤
化
共
産
あ
り
欧
米
鎚
讃
あ
り
，
無
政
府
主
義
あ
り
等
々
國
民
の

思
想
拠
飢
し
、
且
つ
之
等
危
き
人
心
化
導
の
任
あ
る
宗
教
に
於
て
淫
祠
邪

教
の
勃
興
は
恰
も
雨
後
の
術
の
如
く
、
一
旦
壊
消
す
と
錐
ど
も
除
薫
あ
り

て
猶
強
し
。
叉
關
の
東
西
に
於
け
る
水
難
鯛
、
難
風
、
遊
し
き
は
下
尅
上

の
風
さ
へ
も
見
え
る
に
至
る
。
撰
時
妙
の
「
日
月
に
鍵
あ
り
大
風
と
大
雨

と
大
火
等
出
来
し
次
に
は
内
賊
と
申
し
て
親
類
よ
り
大
兵
肌
起
り
我
方
人

し
ぬ
べ
き
者
皆
打
失
ひ
て
後
に
は
佗
幽
に
攻
め
ら
れ
て
乃
至
是
れ
偏
に
佛

法
を
亡
し
閏
を
減
ず
故
な
り
」
と
は
昔
の
事
に
非
ず
し
て
現
在
の
如
く
に

も
思
は
る
。
輩
に
於
て
思
ふ
に
歴
史
は
卿
じ
て
六
百
有
除
稔
を
隅
つ
れ
ど

も
慨
相
に
於
て
昔
と
未
だ
大
差
な
き
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
文

化
の
發
展
は
益
；
慨
相
を
繁
雑
な
ら
し
め
機
械
の
進
歩
は
人
を
し
て
宗
敦

的
思
索
の
餘
猫
産
奪
ふ
。
爲
に
俄
法
逓
亡
し
て
國
滅
せ
ん
と
す
、
怖
し
き

談
。
罪
支
胸
懲
の
矛
、
武
漢
三
鋲
の
堅
盾
を
破
る
と
錐
も
曇
期
抗
日
の
焔
未

だ
息
ま
ず
し
て
威
あ
り
。
』
我
國
の
國
民
精
祁
總
動
員
は
混
沌
た
る
思
想
を

読
一
し
て
唯
皇
遭
國
体
主
義
の
み
巍
然
た
る
に
至
る
は
欣
喜
の
極
み
で
あ
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る
。
蕊
に
於
て
精
榊
總
動
員
の
原
動
力
は
大
日
蓮
の
息
吹
の
瓢
揚
．
即
ち

日
蓮
に
よ
り
て
開
愛
せ
ら
れ
た
間
本
の
法
準
縄
を
益
＆
礎
抓
せ
し
む
る
に

あ
る
。
之
普
等
門
徒
の
大
使
命
で
あ
る
。
「
日
本
と
は
日
蓮
な
り
」
の
信

念
は
其
総
吾
等
の
信
念
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
・
し
て
穐
民
一
同
に

南
無
妙
法
蓮
華
鍵
と
職
へ
し
む
る
こ
そ
侭
の
總
勤
員
で
あ
り
、
岻
界
の
軸

心
た
る
日
本
の
使
命
は
建
設
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
叫
ぷ
。
八

紘
一
宇
正
法
炭
布
の
理
想
を
有
す
る
法
華
經
徒
の
奮
起
や
今
正
に
是
の
時

な
り
砿
起
せ
よ
！

最
後
に
私
は
謂
ひ
た
い
。
世
界
の
軸
心
は
日
本
に
あ
り
日
本
の
軸
心
は

、
蓮
に
あ
り
、
さ
れ
ば
慨
界
と
は
日
蓮
な
り
、
之
又
吾
等
の
信
條
に
非
ず

し
て
何
ぞ
！
と
。

落
葉
、
そ
れ
は
目
に
見
え
ぬ
季
節
を
秋
か
ら
冬
へ
と
誘
ふ
博
達
者
だ
。

落
葉
に
は
何
・
か
言
ひ
知
れ
ぬ
淋
し
さ
が
あ
る
。
そ
の
淋
し
さ
に
私
は
愛
情

を
持
つ
。
秋
は
落
莱
と
倶
に
あ
る
。

瀞
か
な
秋
の
夜
猫
り
机
に
も
た
れ
て
、
忍
び
よ
る
や
う
な
落
葉
の
風
に

こ
ろ
が
る
書
を
聞
く
。
消
え
る
と
も
な
く
消
え
起
る
と
も
な
く
起
る
普
。

落
葉
の
秋
は
こ
こ
に
も
あ
る
と
思
ふ
。

夕
映
え
の
空
に
亭
々
と
舞
え
る
山
迩
の
銀
杏
の
黄
莱
、
夕
陽
に
繩
・
き
な

落
葉
徴
想

作

必
測
Ｌ
Ｉ

集

畑

嬬
作

が
ら
散
る
落
葉
。
山
路
に
敷
き
つ
め
た
愛
金
色
唖
黄
昏
れ
て
あ
た
り
が
暗

く
な
っ
て
も
明
る
い
。
そ
の
肌
る
さ
、
瓢
は
そ
れ
に
淋
し
さ
を
感
ず
る
。

落
葉
の
秋
は
こ
こ
に
も
あ
る
と
思
・
も

朝
霧
蕊
め
た
山
に
黙
緩
す
る
紅
葉
、
霧
は
紅
葉
の
奥
深
さ
を
教
へ
て
く

れ
る
。
そ
し
て
落
葉
に
は
霜
が
さ
む
』
、
と
白
い
。
落
梁
は
眞
赤
だ
。
落

葉
の
秋
は
こ
こ
に
も
あ
る
と
恩
ふ
。

叱
ら
れ
て
背
戸
一
ト
出
て
波
を
ふ
い
て
居
た
夕
方
、
裏
山
に
散
る
落
葉
を

如
何
に
寂
し
く
思
っ
た
こ
と
か
。
山
鵡
が
啼
い
て
居
た
つ
け
。
落
葉
は
私

の
涙
よ
り
多
か
っ
た
。
落
葉
の
秋
は
こ
こ
に
も
あ
る
と
思
ふ
。

庭
の
落
葉
を
縮
い
て
焚
く
朝
、
太
陽
は
霧
の
中
だ
。
蛎
に
ぬ
れ
た
落
葉

の
煙
か
白
く
上
る
。
落
莱
の
秋
は
こ
こ
に
も
あ
る
と
思
・
電

凧
に
吹
か
れ
迫
路
に
舞
ふ
落
葉
。
夜
の
闇
に
人
の
足
替
と
ま
が
ふ
落
葉
。

空
に
舞
ひ
地
に
こ
ろ
が
る
落
葉
。
落
葉
の
秋
は
こ
こ
に
も
あ
る
と
思
ふ
。

山
影
路
の
埋
も
れ
た
落
築
の
中
に
剛
コ
ホ
ロ
ギ
が
消
い
が
に
鳴
い
て
居

る
。
私
は
そ
の
寂
婁
さ
を
好
む
。
コ
ホ
ロ
ギ
の
雛
が
落
葉
を
寂
し
く
思
は

せ
る
の
か
、
落
葉
が
コ
ホ
ロ
ギ
ー
ど
寂
し
く
す
る
の
か
、
そ
れ
は
知
ら
な
い
。

唯
落
葉
に
感
じ
た
秋
の
淋
し
さ
が
一
層
こ
の
時
深
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
落
葉

の
秋
は
』
」
こ
に
も
あ
る
と
思
ふ
。

一
葉
、
一
葉
散
る
毎
に
秋
妙
潰
息
一
ご
絶
つ
落
葉
，
然
し
私
の
落
葉
に
對

す
る
愛
蒲
は
識
き
な
い
。
叉
維
き
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
落
葉
、
落
薬
。
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